
・

◎…全員 ◎ ｢確認書兼個人信用情報の取扱いに関する同意書｣
○…対象者のみ ◎ 保証制度選択届 兼 承諾書

◎ ｢スカラネット下書用紙｣（コピーを一部用意）※すべて記入して提出してください

◎ 収入計算書（収入に関する証明書類貼付）

◎ 振込口座通帳のコピー（銀行名・支店名・名義人が分かるページ）

○ 在留資格および期限がわかる証明書

・

・

・

・

・

※ 制度の詳細については､「貸与奨学金案内」をよく読み､理解を深めてください。
※ 初回振込後も手続きがあります。大学からの連絡をこまめに確認してください。
（この資料に｢奨学金を希望する皆さんへ｣の該当ページを記載していますので､併せて確認してください）

　

採用後の手続き
採用後の手続きについては｡
K-SMAPY2でお知らせ予定

2021年1月 返還誓約書提出
返還誓約書提出時に学生本人のマイ
ナンバーを提出します

よく読んで､準備してください。申込書類の準備

（準備する書類） ◎ 日本学生支援機構貸与奨学金申込書（大学院）

2020年10月22日(木)
〆切 スカラネットより申込

下書きを見ながら､ミスなく入力し､
受付番号を控えてください

2020年10月1日(木)～
2020年10月13日(火) 申込書類の提出

窓口で提出する場合は､予め提出日時
を設定します
郵送の場合は、10月13日必着

⇒書類一式と引き換えにスカラネットユーザIDとPWを交付
郵送の場合は､提出書類に不備がないことが確認でき次第､K-SMAPY2の掲示板にてお知らせします

【採用者】K-SMAPY2でお知らせ
【不採用者】
　　12月下旬に不採用通知を郵送

2020年12月下旬～

下記の期日･期限を厳守し､申込み手続きを行ってください。

2020年12月11日(金) 初回振込日・採否通知

2020年度 日本学生支援機構貸与奨学金 申込案内（大学院）

日本学生支援機構奨学金は､勉学に励む意欲及び能力を持った学生を支援するための

国の制度です。希望者は､制度を理解し､当事者意識を持って手続きを行ってください。

申込み～採用までの流れ

【問合せ先・郵送先】

渋谷キャンパス 学生生活課 （平日のみ） 9:00～12:50、13:50～17:00

〈住所〉〒150-8440   東京都渋谷区東４－１０－２８ 〈電話番号〉03-5466-0146
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今回は､第一種奨学金の募集はありません。また、入学時特別増額貸与奨学金は入学時のみ申し込みができます。

【月額】 【月額】 【一時金】

【収入の上限】  入学時の申込みのみ

 併せて貸与される奨学金の基準

 が適用されます

【特に優れた業績による返還免除】

推
薦
基
準

家
計
基
準

入学時特別増額貸与奨学金（入特
増）とは･･･
｢国の教育ローン｣要件を満たし､申
し込んだが､審査の結果､融資を断ら
れた人が対象（要件はP8）

②に必要な書類(P24)
1.「入学時特別増額貸与奨学金に係る申
告書」(学校配付)
2.融資できない旨を記載の通知文コピー
3入学時特別増額貸与奨学金に係る貸与
総額増額願
　(3は第二種､併用のみ/学校配付)

返還義務

利息

奨学金
種別

入学時特別増額貸与
※今回は申請できません

第二種

奨
学
金
金
額

第一種

あり（利率 最大年３％）なし

あり

①又は②のいずれかに該当すること｡

【修士･博士前期課程】
① 大学等･大学院における成績が優れ､将
来､研究能力又は高度の専門性を要する職
業等に必要な高度の能力を備えて活動す
ることができると認められること｡
② 大学院における学修に意欲があり､学
業を確実に修了できる見込みがあると認
められること｡
【博士･博士後期課程】
① 大学･大学院における成績が優れ､将
来､研究者として自立して研究活動を行
い､又はその他の高度に専門的な業務に従
事するに必要な高度の研究能力を備えて
活動することができると認められること｡
② 大学院における学修に意欲があり､学
業を確実に修了できる見込みがあると認
められること｡

【修士･博士前期課程】
大学等･大学院における成績が特に優れ､
将来､研究能力又は高度の専門性を要する
職業等に必要な高度の能力を備えて活動
することができると認められること｡

【博士･博士後期課程】
大学･大学院における成績が特に優れ､将
来､研究者として自立して研究活動を行
い､又はその他の高度に専門的な業務に従
事するに必要な高度の研究能力を備えて
活動することができると認められること｡

その他
第一種奨学金の貸与を受けた大学院生のうち､在学中特に優れた業績を挙げたと日本学生支援機構
が認定した場合､奨学金の全額または一部金額の返還が免除される制度。

・本人および定職のある配偶者の前年分の収入が､下記の基準額以下であ
　ること。
・配偶者が給与所得者の場合､配偶者のみ下表｢給与所得控除｣に基づき控
　除した金額を本人の収入と合算します。(申込入力は､控除前の金額を入力)

・第一種は収入基準額を超えていても､採用される場合があります

学
力
基
準

日本学生支援機構 奨学金制度の概要

P7

P12

修士課程 博士課程

50,000円 80,000円

88,000円 122,000円

[収入基準額] 単位：万円

併用貸与 併用貸与
(第一種+第二種) (第一種+第二種)

299 536 284 340 718 299

博士･博士後期課程

第一種 第二種

修士･博士前期課程

第二種第一種

[給与所得控除]

控除額

年間収入額×0.2+214万円
年間収入額×0.3+174万円
408万円

268万円未満 年間収入金額と同額
年間収入金額（控除前）

268万円以上～400万円以下
400万円超～781万円以下
781万円超

①収入120万円以下

無条件で申込み可

②収入120万円超

国の教育ローンを申込み､融資

を断られた後､必要書類を学校

へ提出

共通

50,000円

80,000円

100,000円

130,000円

150,000円

400,000円

500,000円

共通（入学時のみ）

100,000円

200,000円

300,000円

P7
～P8
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【申込み資格を満たしているか確認する】P5～6 ✔
　家計基準､学力基準を満たしていても申し込みができない場合があります。

 外国籍の方：在留資格が｢永住者｣｢日本人の配偶者等｣｢永住者の配偶者等｣｢定住者｣のみ申込可

 過去に同じ学校区分で同一種別の奨学金貸与を受けた場合､貸与条件に制約がある場合があります

【貸与月額を決める】P7
　1年間の収支（収入と支出）を予測し､借りる金額を決めてください。

万円 万円

万円 万円

万円 万円

万円 万円

万円 万円

万円 万円

①支出計(　　　　)万円　－　②収入計(　　　　)万円　＝　③必要な金額(　　　　)万円

③必要な金額(　　　　)万円　÷　12ヶ月　＝　④奨学金月額(　　　　　　　　　)円

【保証制度を決める】P16～P20
　人的保証を選ぶ場合､連帯保証人･保証人となる人に､役割を説明し､了解を得た上で選任してください

　（後日､契約書類に実印を押印するため､実印がない方は印鑑登録をしておくよう依頼してください）

連帯保証人と保証人を選任する

・連帯保証人…あなたと連帯して返還の責任を負う人。原則として父母どちらか

・保証人…あなたと連帯保証人が返還できなくなったとき､代わって返還する人

（原則として､父母以外･別生計･4親等以内･65歳未満の方／分別の利益･検索の抗弁権･催告の抗弁権についてはP18参照）

保証機関に一定の保証料を支払い､連帯保証を受ける制度

・保証料が､奨学金より差し引かれます（P16～P17）

【振込口座を決める】スカラネット下書用紙P11 ✔
　下記の条件を満たす銀行口座がない場合は､面談までに､口座を開設してください

・学生本人名義であること（カナ表現が完全に一致していること）

・｢普通預金｣または､ゆうちょ銀行の｢通常貯金口座｣

・1年以内に記帳したことがある口座（休眠口座は使えません）

【利率の算定方法を決める】P11～P12＊第二種のみ
　どちらがよいかは一概には言えませんので､よく考えて決めてください。

その他

①支出計

支援機構以外の奨学金

父母からの給付

②収入計

市場金利変動に応じ､貸与終了時に決定した利率
が､概ね5年ごとに変わります

市場金利変動に関わらず､貸与終了時に決定した利
率が､返還完了まで続きます

人的保証

利率固定方式（  ） 利率見直し方式（  ）

（   ）
機関保証

＊下記金融機関は利用できません
　農協､信託銀行､外資系銀行､インター
　ネット専業銀行､その他一部の銀行
  (新生銀行･あおぞら銀行･セブン銀行等)

（   ）

その他（臨時収入､貯金の切り崩し等）

通信費（携帯電話）

[自宅外] 家賃・光熱費・食費

・本年度､単位数不足で留年した人(休学による留年除く)

配偶者の定職収入

本人の収入（アルバイト含む）

収入支出（必要な金額）

・債務整理中および過去に借りた奨学金が延滞中や返還誓約書未提出､代位弁済済の人

・現在､休学中および長期欠席中の人

学費

修学費（教科書代・通学定期代等）

申

込

不

可

申込み前の確認事項

･父､母

･おじ､おば

･兄弟姉妹

･祖父母

･離婚した

父､母

･その他

( )
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【確認書兼個人信用情報の取扱いに関する同意書の記入･押印】 ✔

※必ず､各欄の該当者本人が自筆で記入･押印

① 記入日（西暦）

② 本人記入欄…住所は､現住所を記入

③ 学籍番号…アルファベットを除いて記入（例:209999）

④ 印鑑は朱肉を使うもので鮮明に押すこと

⑤ 学校番号　304012 03

【保証制度選択届 兼 承諾書】 ✔
よく読んで､記入･押印してください。

連帯保証人･保証人･連絡先の方に､役割を説明の上､署名･押印をしてもらってください。

【スカラネット下書用紙の記入】※通帳コピーを貼ってください ✔

・入力内容の確認にも使うため､正しく全て記入

・本人住所は住民票の住所を記入

　（実家から住民票を移していなければ､実家住所を記入）

【収入計算書の記入および収入証明書類の用意】P25～P27 ✔

【在留資格および在留期限が分かる証明書】※該当者のみ ✔
下記のいずれかを提出してください。（在留期間が過ぎている方は､延長申請中の書類コピーも提出）

 在留カード（コピー）

 特別永住者証明書（コピー）

 住民票の写し（原本）

収
入
計
算
書

申込み準備

①

② ③
④

⑤

本年見込用（表・裏） 前年用（表・裏）

✔
✔
✔
✔
✔
✔
✔

✔
✔
✔

アルバイト収入あり 　前年の源泉徴収票もしくは給与支払証明書

[昨年と収入の変動がない場合]＊前年分の下記該当書類を用意し､収入計算書前年用を記入

定職収入
給与所得者 前年の源泉徴収票

給与所得以外 税務署受付印のある前年の確定申告書（1表･2表）

父母からの給付

その他収入 当該収入を証明できる書類

就職した（定職･アルバイト） 直近3ヶ月分の給与明細or年収見込証明書

退職した（定職･アルバイト） 　退職証明書（退職日記載の源泉徴収票可）

　収入計算書に父母等が金額を記入し自署･押印

その他(手当､保険等) 　各種手当の通知書､雇用保険受給資格者証

[昨年と収入の変動がある場合]＊上記該当書類と下記書類を用意し､収入計算書をすべて記入

奨学金を受領 　採用決定通知もしくは受給額を証明する書類

貯金取り崩し 　生活費の出し入れに使用している預貯金通帳コピー3か月分
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